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明和村の人口

(4 月 1 日現在）

世帯数 !, 712 戸

人口稔数 8, 97 0 人

男 4, 417 人

女 4, 5 53 人

本籍人口 12,  33 I 人
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院年ま成のまなにそ 1象れ半i秀いご実くすみな
逍七す紹政す選影の以 ‘ば迫しとに正゜こと・
挙月が 1一治゜挙曹結上選に供‘にはし のが
の一｀表に がす果と挙し応そ進‘い 運中
こ H I前ゎ対 よるがいの達のの反選選 動心
のに1illれす いも政わ腐すご中の挙挙 をと
村戟‘るる 政の治 /l Ill:るとで検·,＇し 展な
の行昭と関 治でのての状き買挙回の 開，J
投さ和さ心 をすよい・兵態悪収件を逆 し

三 使iiいに運→こ成の梁
回放交個四放ー交‘ 用，1 し‘動明の績選成
線送換別〇送五換設 科i1 ま棄 L る投で挙績
数室宛呼〇増〇攪備 ．：I す権に〈票すには

出 W ~l 回複概 そ！゜防参正成゜比八
- -•六発ー器壁式況 のii 止加し績今較五
四‘‘信 八他：：に下いを回す・
o j\七機 玉 三 五 !I 協さ選上のる八
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線 一 ^ ^ 七 !1 をと総る学最％

台 出 容 干 ii おと参よで低と
カ 泣 円 :. 駁も加うはの他

I l 
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ｰ O l笥t各公守話話~!!
- 1系エ社 n 交機子i, _,1 選挙名昭和37年 昭和38年 昭和38年 昭和P 年
-T・経事接 換数 用 : 7 月 1 日 8 月 11 月 21 日 1 月 28 日
1+1; 及紐 手 回 '1 参議院議員 村議会議員選挙 衆議院議貝 群馬県知事
をとぴの 一備綿般i投瞑区：＇
i t g ; 見 ＿二i1 第 1 投栗所 81. 4 8% 9 3. 5 8% 

I —--]菜悶g入〖；繭暦盈ii第 2 投票所 8 5. 10 9 6.8 1 
改造された放送室 し度硝線 線線線ii

. • 第 3 投漂所 85ｷ 74 I 95. 23 
ぜ円烹よ基つ に し立基売 基 ＇）ず正件特計子十五 1 土 _ i1 
千に管り準い国関明よて金柑，）国金明主可れ案‘別補算年十‘明 ,, 第 4 投票所 s s. 2 3 I 9 3. 11 
円‘理‘がて全す和うてをき民の和な決もの明会正‘度九五和

に塁 9 阻］隈月よは；尼秤旦；目は闊成舟ば件凸；贋悶含月!; 般 l 第 5 投栞所 87 28 97 38 
岱［贋g,：畠溢雰悶t適； ；は益岱：で塁条、岱犀；悶り蓉よ怠 X i! 第 6 投菜所 91 8 6 9 5 97 
開｀五悶t }: : 9 るは：．忍〗;,a I 爵；欠亙空詈猛¥坦gし·早同 コス！！ 第 7 投票所 87 7 4 9 6 4 9 
m 闘＃ & ：貸苔望悶：研り；ぶ魯塁し 9 り云冬塁嘉凸蘭関轟 ]t :i 合計 8 5 88 95  5 1 
選上干 1沿にのに イ賞゜を積にび 入 おい改三送会正四時会

算有；芋で塁訂且言；娑こ・り嬰件舟偲目隻嘉t g眉，月靡昭届； 補iiと各g,i; :m：医療費は安くなったろうか？
5 g ｰ ; 1 ぅ円且醤卒此店］忍よ芦；晶烹gだ腐g悶月塁［兒 村 正，II t :•け門五：：りいる； ；晶感 9 療で＿すの支た ，•まいもな医→
号送 ニオ円森挙助円の充五干七円印挙と‘エオ度十小予十たを '1 いしすの桔師あ東町只も口じと医在は割゜で払し今 すう安つ療ー一＼
- g よ翠そ儡魯轟呵悶：忍り互玉臣！互嘉翠り；；；よ：、；•后 議 予，i. ; ！2 悶含； ；虐 ll 為•: g ; ？門g了畠上．序竺［＇竺 ょ目； f;『 9
会 万打の師金十俣見才千追千 91、入一万負は百度改第明 円 -0 &.- ii 社、 はは口せ方県給かがなと高上 〈しな割皆月 当をらい担＇’

伍閃訳攣度合[·贄：田：：闊 ]-"5り〗蕊痒：： i [い田叫＇且門；｀｀i:i ! 予 と‘円寄ー議新 1· 他る額の験出‘議令昂円担委 舷 八 ー 九ii に i且秤村三施ま柑1 す．に使，）医の＇）でた n,) かきとしにの
医険•t． へ 出t:こT· :=: — :: l ーしいとすあをに通きにた 1柑しま経妓なつを安稲

ぷば気，19 ,,9 3163 靡付'f贋 ~ I~ 文・i闘 1 回 件：l ;陸手もでぶ；訂関孟己母；菜tす．唇翌よ； 9 畠昆陸
9,•9、9,;,’ 壕養船•t 閲は貪悶 年t忍！！，魯孟 定 成，i゜，閃，さ、'-舟合： ；，；盆；点漿りぢ ¥~嘉閲性予悶田

”'/／／心＇；3 J]魯弓 度： • : t, [L 例立，： ：．］゜；g :; :.§ ;り~t : ：位烹食悶そ竺隠：互ヽ
，•ーペ·＼沙 （（’卜付医ーの 改な Il オそ． ^ ：：うコ とを水でし地なま行こく中 つ Il き軽換培害
/ 9sI れつな税 、 I乍る千入 IL 云 II ヵ: ~ をかを陸少にりた人のみに ててい滋作にを フK
l あてど 1し に゜六オ九 ii.ク 実 It防田な迷 ‘‘1こた上は お店のすに成防
昭39 ’',39 ,99‘° が 保 1Iti 国 1半オ百tt， I :’父，1 行らぐにく翌夏交大めげ設 り業でるよ呆き＇ を

よ牛戟て ．．：．．．帖額 l’l 常'J IL 栢 つfL ぁ村国 1且手設 た了．を社な 正 で掲 1冊外 I変打て負純 ·I な・ 畑·水ぃ●ー作上は似方
< §I（し村し五 In ln i呆千こと当：てー：今て ュ 1呆 る税民民当甜そ゜干it .I・埒前予国あ叔五筵繰分し，代の八j を溝も ｀るにピ
餞i以までか倍と｀険八 Iしなり T• お T・年き｛甘 ゜条健健に条の 七上支；わ年算民る料 0 話越 III るなた 7J褐 残をの以゜張二 ぎ
丞 n. t.、し・品'] •III・： I・蘭：万わ＇／ ri恩f iこ税 閂ぽ悶阿例ば 石｝し裳'i閲云悶＇t.りぽ貪文オ。羮： I可沿 とを甘占 よ，［ ま
ごな｀わ療ii,iに帯人万すい六六俄 IL Hi fこ 一険険るほ‘ ＋・／i/る根ー保 ．，代窃十/j入 ·Iー局公サ 直カ・分よ ぐを

ｧ l 腐：眉；LE ;~ ］り魯i ［卜関(,i悶°増 夏腐岱雷g悶舟［閂了評竺昇 tｷ ；合 K ↑は仇付見岱盟又；；； ; t tし
亨；廿氣{{ -iし！j合姜贋 cli P］りfi ti 税 見：，塁岱．］りり悶~し序：！喜 万ぴ翡 l:l I~ 悶りり誓百杏品闘盈 i闘ょ
‘でそにと』約Ji四とは 十·人込は どぴJ［設肋学なはJ）人大ヽt T• 1.i.令そ Hij加なギの 1しよ囲にの 畔米ぅ
r,1 ·.の比 L ·,1• 1· し年七世当ま年 でに‘‘務校 つ ‘l'] の 111 Ji!i 1’1 i'＇，，の介入つ請接·:.つに集な を以

；岱わヒなii窃貨t : : 9:  t! ：り魯な 1 翡t : ：ま： ：翠こ［ ：：忍氣柄魯，、iし 季節の話題 ；しよ、：悶岱悶乎怠り，：』

慮舟［ :i f：・ヤ磨 ;IU}{}I プ： : l :,舟； ; i, 14§ ：し］舟｝ご力“「: :’キ，、悼す； iし＇，な 贋 ' '; ] ]よ［魯，：〖 1 1o i 
｛巴：目：：i ;可卜：: ［与＇］: : : : [ [ ：、ど羞： : ：し 1[i i ] ; 0キ；［; : i :万： ：の \ l) 塁］菱[: : ; i l 
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月 15 日

面目一新の

有線放送設備

段めの手契 まをれあでとをぴでう たる‘'ぴギ放
階の設続約すすか‘わ使変取宅あち改゜骰個とは送 9i
で苦備をので゜け加せ用ら #I勺と送修 新所な‘孟年
速類検し申に た入 1付しずえ設の受と 設ぺ＇）い話九
ヵ、作査て込公 こ者難｀ ｀る備本話は 備ル‘よ設月
に成の‘を社 とにが史旧とな部器い と呼県い備に
公を請現昨電 お長あに設いど装をぇ 面出下よの済
社進求在年話 詫いつ撒備う全滋残‘ 目し有完全工
箆めを‘十と ぴこて去を新部. L 俎 —一方数成面し
話てすこ一の いと大作完股の線た話 新式のの改た
といるの月接 た迷変業成工設t各だ機 さに秘は峰打
のるた村に粒 し惑遅とま事偏及けの iしよ話こエ綜

一 ―·慨 たれいの力゜な常た自゜接
般 財 0 ^‘i)し完い‘て有を今つ生す治有粒

起積 全分源〇エ総加は成゜内在綜し、後て活こ活線の
立 計担内干平戸入次す 吝見放た一ーきとと動放尖

債金 繰金訳円請数者のる と‘送だ屑て密はに送現
入 負の数と有 と希土く設い接勿大俎を

四 六金八 l't八、お線 も望業と備る不論き話期
〇八 0 0 九ー＇）放 9こなのとのと離村な設し
〇長 0 七 二‘五で送 充ど運も保思な民役備て
() • 0 0 七六三あ設 実寄営に守いもの割がい
干午·干 干 ‘％七る備 をせに‘にまの日を村ま
円円円 円 四一戸゜の 図らっこ協すと はのす

l~二＿［三―L _J  
I..  ·ー·

選
挙

発行所

明和村役楊

編集総務課

発行人 庶務企画係

印刷所 小林印刷所

明和村の人口

(6 月 1 日現在）

世~帯数 I, 716 戸

人口総数 8, 912 人
男 4. 3 9 0 人

女 4. 5 2 2 人

本耕 An 12. 290 人

90. 33% 

9 l. 8 9 

8 9. 0 0 

9 1. 0 6 

9 l. 3 3 

9 0. 9 9 

9 3. J8 
—· 

9 LO  8 

8 7. 7 6% 

8 6. 1 2 

8 9. 3 1 

8 6. 19 

8 9. 0 5 

8 9. 2 5 

8 8. 9 6 

8 7. 9 7 

、,000

9 ゴ
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建
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一
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梅
沢
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社
、
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と
し
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よ
う
、

べ
都
目
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照
六
本
令
き
·
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り
、
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生
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妾
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神
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ど
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各
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物

が
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月
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開
始
を
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し
て
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す
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特
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や
ま
う
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物
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日
本
テ
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る
そ
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に
直
桔
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い
る
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ピ
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
毎
辿
け
に
、
今
後
の
そ
菜
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産
な
ど
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日
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後
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分
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れ
業
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営
に
も
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咽
を
及
ぽ

四
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の
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い
ま
す
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ー月

工場誘致

村
税
完
納
表
彰
式
行
な
わ
れ
る

◎
完
納
納
税
組
合

（
昭
和
三
十
九
年
度
）

斗
合
用
納
税
組
合

下
江
黒
納
税
組
合

千
津
井
納
税
組
合

新
異
納
税
組
合

中
谷
納
税
紐
合

梅
原
納
税
姐
合

矢
島
納
税
紐
合

: 調定 収入 収入 収入
済栢 済甜i 未済粒 歩合

村民税 6. 505千円 6, sos千円 〇干円 10"% 

固定
13,715 13.567 198 98.9 沢産税

軽自
1, 756 1. 749 7 99.6 動罪税

村こ消た打税ば 4,246 4,246 

゜
100 

電気 1.696 1.696 

゜
JOO ガス税

旧法によ
る自奮車
荷車税
計 27. 918 27,763 155 994 

国民健康
6.701 6 649 52 9a2 保険税

合計 34 619 34 412 207 99.4 

正
し
い
歩
行

ん
>
會

v

i

◎通 1見た念又になこ ‘1J1 年』Jli l!!I IL 告ま村i文 る 組
.Ji')目゜品‘l/') IL 矢合度り納％七通 L 税楊五 村．什合田
ヶで別 を完しまで島増の完税で・税た完に月 税ケ 島
年すの 陪納表し七ー加七納組あ四九゜訥於―• 完年 ‘ 
連 ゜納 り個彰た 4 又し組組合，） ％八納みて ·I 納，中 ,I' 
粒 税 謝人状゜問村へ合合 !IJま゜．i)/_彰昭 H 表屁 符
完 成 意に 1と完引＾下にが 1こす合七成式和午 彰完 ‘ 
納 績 を対ぴ納粒 Ill 江比十見· i l• ％絨が―- 1も 式納 人
紐 は 表し令納きー黒ぺ喜Jlる で゜は行十＿ 行 ケ
合 9ll し完一税完民‘る合と 九保良な九時 な 谷

表 ま納封棟納税祈とで次 八検好は年よ わ 納
の し記を合とは野二前の ・税で 9l l文') 9l 税

者 1) 111 お ・改カ・i1 に '1 村の

；麿:村].よi[ ；閲：：舟｛岱面贔閲村昭人 TI 1—i rn— 
互：患りす。さ笞ぞ竺： [ 1; 竺冗t塁f見和ぷ砧品［函岨
｀息言 よ＇ょ；噂忍し； 9] ＇；斎税四 l討饗 界手阜

五］て n. ~胃［ ；万五互；呆よ合 魯魯
ますのた体た式度て 万②下今以税文度
し゜差たのわで昭は所式所は度下の の
た今がめ選 It行和色得 得非のと範プ］
｀よiー；釘闘甕臣悟 2 り式村
屈； ；闘占従。つ孟 3 臣 悶；こしで霧に税
が方つ村て来こかさ方 万＇） ＋ま得

—— 麿昏；；門； g 1iよ門ざ 合［号と：統
タンク工事からはじまつた漬物工湯 ！．；命~-悶；；嘉 2 斎閲言 委ビ問が闘―

以日はま ◎贔；めまのとまに所あな ， 12) 改・収伴下三こ％る所 ③別と四二三‘ ともれ 昭和3が目変税目別村税徴収成績
J-赤十す近 てせ支本す提得るい国 ，固定四をうげ七えー税得法法記い〇｀〇昭そに殆ば （現弔変分） 4絆 5 Jll 5 日現在
：杜万゜、く日けと受ん払年゜出状方福民札iし定し％回村ら％るに牢三人人参う・一円和のなん‘
そ貝七こ日赤出国付゜を五こす況は祉年祉！沢ま＾避民れ＾部年が 0 税の考こ七三の三結つど全
(1)は千と赤募を民け近受月のる届六年金 1 産し現す税ま現分所三 0 に法ーと％〇所十甲た差国
他社二し芥 L 年し日 It以届こを月金の勾こ I iiiた行る ‘L 行に得一万つ人 にと円得八 わがど
は 1t百の金金て金ま中る降けと役中のう ・八た法た三対三％円い税 ななで割年減けなこ

悶t塁りな 1 醤：は：旦嘉；関蘊芸贔金i --¢会力’今i g玩晶苓召 ；』：菜唇り；・いと篇
全てす目じ いをら割が祉さつ住祉f険の； ％牢割こー税万行に回引 す分割年五行。い町

？闘゜け弓 ゜門印嘉；―茎ざ〖岱茎翌g届 I ~天盆ゼ届悶悶己手年点 ：怜含唇こば : g 

虞塁：］□言］胃［冑ー ・社
< ; °率の 以 が し‘に体合｀ 村民税は個人．法人の合計

品し P 免孟は＇； ；盟1，9ヽ ；国 七葛りキす!~ 用悶；連悶教い0 :9  ；七、晶昭七 庶 個人村民税のうつりかわり ；門が尚
皇：な：円〗i, iほ［閲笠 : 頁ヒi ｝会悶会 ］墨悶 孟i 9 笠息塁予悶ご悶悶盆翡翌認で夫婦子供 3 人（っち 1 人15オ以上）男笠悶i
,; ［贋嬰 1 門；・ロだ占扉；国：・ 腐魯悶i長長長 しそ‘団 ~i~呵雰＋晶の 年度昭和38繹呻年度蜘9四度心悶碧塁
: i ：吝t ;手よぷ：力‘悶民申 よ阿醤 1・始田蓮北 体 おすが分所一 区分 （但書方式） （特例方式） （本文方式）の理改正
がとにず る゜除 こな者年請 リキ会／沢島見翡 製役 し； ：•りは且［ !} 収入金額（給与） 500,00四 500.000円 500.000円岱岱咀：i
;•履閃晶 とぢ名：ぷしと、は金を 昴岳g扁号闊夫 訳員 ：い｀悶含学で 給与所得控除 99,000 99 000 105750 ．ぢ誓苓・し？

給与割培控除 20. ooo I 20. ooo I -
ら病 ’諜た受なの ょまづiなこき月命導に巻今足れ日 青辺l、明 い＾果引
ざ孟門 百；サ悶＇： ；保 t t : iし：誌辻翌釘彗大明闊年協中 中 差引所得全額胡IOOO 381 000 394 250 /1 臀棗＃
：翡；飼っ翠＇i悶~ i険 ：悶含：店賃畠合り茫i尉‘:『噌団嬰合嬰全嬰→ ：；呆：ょ： ロ ロ 22OOO 吾舌旦¢
にを必いな け七除いす料· 協のを：三無っ‘空あ途て変九希斉二、の 長長長長長所 . 0 0 いは
なしずまい下月申ーよ 力福近；月塁た休しるを‘ぽ年望年年に 社全保険料控除 — - 15.000 Jll円てれ

；合〗しでしさ~-誓 〗魯 I 苫く l 尉、：門〈：尽門ら［は見 h つ 靡覧訂：院唇請： §配偶者 ー 40 000 70000 屈；g : 
いれしよ •にな いたた；在うはや遂ちりは渇迎え結二い． 正 正公 控 1 5 オ以上 ー 1 人30.0001 人30,000
まば狂ぅ 住さ金 ゜めだiの外‘むにの‘年中えて成十て三邦四一臼四喜一除除 三に 0 (1) 
すな大 「t,) も ‘き；明はまな四懸指毎にた発さ九 郎男郎郎造郎章郎 額 15 オ未満 ー ,o.ooo I saooo Io つ円結

; •. ・額

さ含すど し、他 をすくにたしみい゜ 1 三三三三三三三三位況るは思部人前益● •11 和 基礎控除 90.000 90.000 90.000 こ 0
11.んが ')I t 栽ょ人そつか‘迷りたつでま．’十十十＋十＋十十年にを次゜げう分が表夜間＂＂村 と円
てで｀のし 坪つにれけら狂惑‘りいおた・九八七六1i.四三二 敬表に しとが離(1) ;合合 人 控除額計 90,000 229.000 287.500 にー
いいけ美 1ょい口注めかま‘大を大‘たき飼 委腐魯臣孟定足臣度汚．示｀さ行村如＿ロー ロ 1比 率 3% 3% 訟 奇~-
るるししこけし意いらしつ病かに家りま犬， をし明 に社年しく翌竺癸男の
種たのいれなてしわ犬よなの Itよ苦‘しは：町斉滝村田石 ；；；て甘驚全附て‘七七 o 動 算出税面 7.230 3,330 2.130 まi見

舟ヽ虐り：・いは手ら；つ•閲．魯合心冬魯 n: 叶ii品歴日｀隠濃覧 ，｝悶”` ：・女， 税顧呻扶養1 4 人2000 - — より
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め
に
、
こ
こ
で
は
東
京
の
大
消
一
農
業
経
営
の
あ
り
方
を
示
す
推
一
台
一
、
七0
0
千
円
●
日
光
し
東
京
線
―
―
-
、
低
温
地
路
床
改
良
工
事
カ
ロ
チ
ン

残
地
に
近
い
地
域
悶
境
の
特
色
進
力
と
な
り
、
地
域
位
業
発
展
農
舎
六
棟
九
一
五
千
円
矢
島
地
内
六

0

米
川
俣
停
車
場
し
飯
栢
線
カ
ロ
チ
ン
と
い
う
の
は
、
ほ

を
生
か
し
て
、
今
後
の
農
産
色
の
た
め
に
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
計
三
―
i
、
二
八

0
千
円
◆
川
俣
停
車
場
し
赤
岩
線
千
津
井
地
内
三

0
0
米
う
れ
ん
草
や
に
ん
じ
ん
な
ど
に

需
給
情
勢
か
ら
、
生
産
者
の
慈
す
。
一
、
南
大
島
野
菜
園
芸
組
合
事
須
賀
及
大
輪
地
内
四
、
橋
梁
工
事
は
い
つ
て
い
る
色
素
の
こ
と
で

欲
に
も
と
づ
き
、
成
長
股
産
物
今
後
三
カ
年
間
に
実
施
す
る
業
費
四
五

0

米
斗
合
田
、
岩
田
、
岡
里
線
の
す
。
こ
の
カ
ロ
チ
ン
は
体
内
に

の
「
花
と
胡
瓜
」
の
ハ
ウ
ス
栽
千
津
井
と
南
大
島
地
区
の
煤
莱
ハ
ウ
ス
◆
川
俣
停
車
場

l

飯
和
線
岩
斗
橋
の
掛
け
替
え
（
ニ
カ
年
は
い
る
と
ピ
タ
ミ
ン

A
に
変
わ

培
を
重
点
に
今
後
生
産
を
飛
腋
構
造
改
苦
の
概
要
は
、
次
の
と
一
七
棟
六
一
六
五
干
円
I
l
l
斗
合
田
及
下
江
黒
地
内
事
業
）
、
別
に
、
舗
装
新
設
工
事
り
ま
す
。

的
に
伸
ば
す
計
画
で
い
ま
す
。
お
り
で
す
。
給
水
施
設
一
、
二

0
0
米
は
村
単
事
業
と
し
て
、
新
里
地
日
本
人
は
ど
う
も
ピ
タ
ミ
ン

そ
の
た
め
に
次
の
三
点
を
歪
＿
、
千
津
井
花
き
園
芸
組
合
事
二
四
棟
一
、
八
五
五
千
円
団
新
里
地
内
三
五

0
米
内
産
業
開
発
道
路
五

0
0
米
の

A
を
多
く
含
む
動
物
性
の
食
品

点
目
標
に
国
の
指
導
と
援
助
に
業
費
加
温
施
設
二
、
測
溝
工
事
舗
装
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
を
と
る
益
が
少
な
い
と
い
わ
れ

よ
っ
て
実
施
し
て
行
き
ま
す
。
花
き
集
出
荷
所
―

-
0棟
三
、
八
一
五
千
円
◆
川
俣
停
車
場
し
赤
岩
線
こ
れ
ら
工
事
施
行
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
い
な
か
の

一
、
温
室
、
ハ
ウ
ス
そ
の
他
附
一
棟
一
、
二

0
0
千
円
ト
ラ
ク
タ
ー
大
輪
地
内
一
―

-
0
米
て
は
、
通
行
に
、
迷
惑
を
お
か
人
達
は
町
に
住
む
人
に
く
ら
ペ

る
と
、
そ
の
摂
取
位
が
少
な
い

幣
施
設
。
温
室
八
棟
五
、
五

0
0
千
円
一
台
一
、
七

0
0
千
円
●
川
俣
停
車
場
し
飯
和
線
け
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

二
、
省
力
安
定
栽
培
の
に
め
に
ハ
ウ
ス
動
力
防
除
機
い
上
江
黒
地
内
二

0
0
米
工
事
の
推
進
に
御
協
力
を
お
願
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
ほ
う
れ
ん
草
や
に

槻
械
化
農
業
施
設
の
整
備
六
七
棟
一
四
、

0
六
九
千
円
一
台
八

0
0
千
円
切
斗
合
田
地
内
一
五

0
米
い
し
ま
す
。

ん
じ
ん
の
よ
う
な
黄
緑
野
菜
を

三
、
販
造
施
設
の
充
実
。
給
水
施
設
小
型
四
輪
車
ー

今
後
、
実
施
地
区
の
混
業
は
八

0
棟
二
、
二
九
八
千

P
l

一
台
八

0
0
千
円

井□口
げ
彗
昇
げ
い
誌
事
業
の
完
成
と
も
と
に
、
新
ら
加
温
施
設
戯
機
具
格
納
屈
一
•
三
％
上
回
る
投
票
率
豆

□
ぺ
い
い
的
い
疇
]
口

醤
組
合
（
栗
原
利
夫
組
合
長
）
し
い
装
備
を
も
っ
た
近
代
股
菜
六
五
棟
六
、
五
九
八
千
円
i
棟
五

0
0

千
円
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

で
、
実
廂
す
る
殷
業
構
造
改
善
の
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ト
ラ
ク
タ
ー
計
一
五
、
六
三
五
千
円
会
え
議
選
の
結
果
こ
の
カ
ロ
チ
ン
は
体
内
で
た
い
｀

事
菜
は
、
こ
の
ほ
ど
計
画
の
全
，
へ
ん
吸
収
が
悪
い
の
で
す
。

部
が
、
国
と
屎
か
りl―
ー
カ
年
糾
村
議
会
臨
時
会
学
校
祖
科
医
の
岩
崎
英
雄
さ
ん
七
月
四
日
行
な
わ
れ
た
参
議r候
補
者
別
得
票
数
▲
吸
収
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

設
続
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
，
I
l
l
か
ら
松
科
診
療
台
を
明
和
東
小
院
訊
員
通
常
選
挙
の
投
梨
は
、
地
方
区

B
J
z
を
含
む
油
と
い
つ
し
よ
に

建
合
の
組
紐
と
組
合
只
の
新
ら
し
議
長
↓

T
5低
原
江
へ
再
選
学
校
備
品
と
し
て
、
川
俣
の
塩
低
調
な
選
挙
と
い
わ
れ
、
投
票
大
和
与
―
i

C
-―
―
-
i
票
た
ぺ
る
と
よ
い
そ
う
で
す
か
ら

の
い
股
某
に
対
す
る
熱
愁
に
よ
っ
谷
茂
さ
ん
か
ら
土
地
一
五
坪
を
の
出
足
が
気
ず
か
わ
れ
て
い
ま
最
上
英
子
一
三
二
五
面
示
油
い
た
め
に
す
る
調
理
法
が
理

ス
て
、
い
よ
い
よ
近
く
、
第
一
年
八
月
九
日
招
集
さ
れ
た
村
議
＿
姦
次
、
原
口
順
一
、
須
藤
芳
巡
査
川
俣
旺
在
所
新
築
用
地
と
し
た
か
、
投
票
率
は
、
前
回

(
3
7

想
的
で
す
。
な
お
レ
．
ハ
ー
に
は

ゥ
度
事
菜
に
も
手
す
る
こ
と
に
な
｛
爾
三
回
臨
時
会
は
、
午
前
十
二
、
篠
原
弥
市
年
）
の
八
五
｀
九
％
よ
り
一
、
武
田
金
処
三
ニ
―
i
可
t

B
1
2が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
お

し
て
、
本
年
度
小
中
学
校
卒
業

、
り
ま
し
た
。
時
四
十
五
分
叫
会
さ
れ
た
。
▼
文
教
厄
生
常
任
委
員
会
一
二
％
上
回
る
八
七
、
ニ

9
6で
、
平
山
林
吉
八
六
両
示
り
ま
す
の
で
、
と
く
に
お
す
す

，
三
ヵ
年
の
投
汽
領
は
四
ヒ
小
松
原
議
長
の
辞
職
靱
い
が
⑥
田
島
平
治0
奈
良
丑
生
が
そ
れ
ぞ
れ
東
小
に
ロ
ッ
カ
骰
優
秀
の
大
字
は
大
佐
貸
で
九
近
藤
失
一
郎
一
六
五
一
票
め
で
き
ま
す
。
ま
た
、
に
｀
り
と

音j
九
一
万
五
千
円
で
第
一
年
度
は
筏
原
副
議
長
に
提
出
さ
れ
、
議
松
、
恩
田
義
雄
、
奈
良
原
与
ー
三
基
、
匹
小
に
天
孫
一
張
、
五
、
七
飴
と
よ
い
成
絨
で
し
た
宮
沢
忠
夫
＿
一
八
票
か
小
松
菜
に
も
こ
の
カ
ロ
チ
ン

栽
二
、
三
一
覧
干
円
で
ハ
ウ
ス
会
に
諮
り
、
こ
れ
を
受
理
し
、
翌
g
、
新
井
真
三
郎
、
小
松
中
学
校
に
天
研
一
張
が
寄
附
さ
し
か
も
、
郡
内
の
町
村
の
な
か
無
効
投
票
二
九
七
栗
は
多
豆
に
含
ま
れ
て
い
る
そ
う

[
”□]
]
口
虞
]
]
]
[
』
〖
冨
[
`
]
〖
叫
[
l
i
]
[

□A『
』
。

□

]
『
こ

し
て
、
市
勘
取
引
き
を
有
利
に
定
し
た
。
（
＠
は
委
且
長
｀

O

は
森
田
芳
郎
、
坂
上
長
吉
、
荒
は
力
に
村
税
条
例
の
一
部
を
鹿
島
守
之
助
一
五
二
票
：
臣

し
、
股
菜
所
得
を
妍
大
す
る
こ
副
委
貝
艮
）
井
忠
次
郎
改
正
す
る
条
例
を
承
認
し
て
、
▽
投
票
率
八
七
、
二
が
c
o
岡
村
文
四
郎
一
四
二
票

と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま
す
▼
総
務
常
任
委
員
会
そ
の
ほ
か
の
議
案
I
i
午
後
二
時
二
十
八
分
に
閉
会
し
▽
大
字
別
投
票
率
直
政
庸
徳
＿
一
＿
二
票
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ

じ
主
産
地
形
成
を
推
進
す
る
た
＠
塑
沼
利
一
二
郎
0

福
田
ー
寄
附
受
入
の
報
告
た
。
斗
合
田
八
三
、
六
％
下
江
楠
正
俊
一
三
一
函

K
は
腐
敗
し
や
す
い
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ー
黒
七
五
、
四
銘
上
江
焦
八
九
‘
切
り
口
が
変
色
し
た
り
、
ね

ぎ
・
＇
国
一

... i
君
吾
苓
吾
角
一
．
言
o
.
-
g
-
•
i
-
·
n
,
-
o
u
u
弓
｀
·
·
·
~
~
·
·
ー
ニ
き
’
-
`
•
一
こ
こ
＇
ー
一
言
一
’
u
·
·
u
u
·
-
n
-
·
u
r
o
.
;
·
·
全
角
'
g
·
·
ー
百
き
．
g
-
呈
．
r
手
・
こ
・

U
·
·

言
言
・
。
…
·
『
i
国
・
r
.
o
·
·
こ
・
ー
山
本
茂
一
郎
―
二
九
票

七
反
か
ら
一
町
の
股
家
の
世
帝
数
の
四
六
、
五
彩
を
占
め
て
い
ぐ
ん
と
三
％
千
津
井
九
四
、
三
彩
鈴
木
カ
ー
ニ
七
栗
ば
り
が
あ
る
品
は
危
険
で
す
。

専
業
農
家
一
九
三
戸
査
闘
謬
叶
戸
立
辻
戸
い
詞
昇
且
5
A

％
パ
り
‘
田
い
パ
西
村
尚
治
一

0
三
票
月
註
□
広
J
l
"

調
名
）
と
贄
と
な
り
、
一
町
か
あ
る
。
よ
く
な
る
道
路
谷
九
二
、
一
グ
ダ
梅
原
八
九
、
無
効
投
票
一
0
六
八
票
が
い
れ
て
あ
る
も
の
で
一
ヵ
月

業
ら
二
町
ま
で
の
殷
家
で
は
、
一
こ
れ
は
生
活
水
準
の
上
昇
と

1釜
南
大
島
八
二
、
五
彩
以
内
の
も
の
は
一
応
安
心
し
て

互
年
間
に
六
二
六
％
減
農
｀
％
（
三
五
0

名
）
減
三
凡
汀
汀
由
胃
｀
｀
~
出
『
』
て
五
じ
四
川
一
俣
[
-
：
嘉

□]
／
胃m]出
~

n
一
方
、
二
町
か
ら
二
、
五
町
著
し
く
増
加
し
た
の
は
、
第

0
|
l

i

o
v
,

業
り
[
[
口
戸
釘
且
国
ば
頃
頃
ほ
`
直
-
]
g
:
[
〖
：
げ
藷
直
謬
戸
心
戸
口
⑳
戸
“
汀
‘
（
口
閂
五
戸
琵
鱈
這
立
立
汀
籍

0
一
｀
い
出
。
い
よ
戸
只
←
口
‘
五

[
I
I
t□‘
ー

9
1
[
5
5

門
。
J
と
と
知
っ

る
基
礎
質
料
を
整
備
す
る
た
め
三
反
未
満
の
股
家
数
が
昭
和
煤
家
の
世
幣
貝
数
が
、
昭
和
世
帯
貝
数
が
一
六
、
八
％
（
三
年
に
比
ぺ
四
六
、
八
が
ク
（
一
六
数
り

“
w

／
水
と
う
の
に
お
い

日
五
年
目
こ
と
に
二
月
一
日
現
在
一
二
十
五
年
度
に
此
較
し
て
三
、
三
十
五
年
度
に
比
較
し
て
ー
ニ
名
）
培
加
し
て
い
ろ
。
一
戸
）
と
大
巾
に
増
加
し
た
。
床
又
場
は
と
く
に
水
筒
に
い
や

烈
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
七
形
増
加
す
る
＿
方
、
七
反
か
つ
、
二
形
（
八
一
五
名
）
と
大
こ
れ
は
股
家
一
戸
当
り
の
世
こ
れ
ら
は
専
業
農
家
が
伐
家
全
ば
な
に
お
い
が
つ
き
や
す
い
も
の

月
こ
の
調
査
の
結
果
を
み
る
と
ら

l

、
五
町
の
此
家
数
が
、
昭
巾
な
荻
少
と
な
り
、
若
年
労
働
帯
且
数
五
、
五
人
に
比
ぺ
て
、
体
の
一
四
、
八
形
、
五
年
前
と
ー
ー
，
‘
4
,
1
1
5
"

販
u
5竺
鯰
日

5

で
す
。
使
う
前
に
熱
沿
で
洗
う

塁
出
胃
言
冒
庄
＝
三
言
｀
｀
’
殷
五
[
]
←

□[
]
圧
。
い
言
:
]
1
1
"

『
〖

m丸
冑
｀
｀

ぃ
[
正
ば
[
t
輝
"
門
ぢ
仁
戸
汀
-
巳
心
員
[
冒
釘
訳
口
日
和
ー
叫

a
刊
洞
一
得
堕
緊
歴
足
麿
め
る
メ
＇
。

k

瞑
[
応
[
豆
汀
げ
訳
註

昭
交
通
斑
境
に
忠
ま
れ
て
い
る
こ
い
て
規
校
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
化
が
進
ん
だ
結
果
、
余
剰
労
拗
農
家
数
割
合
が
農
業
所
得
の
約
三
、
五

5
5

パ
ゆ
加
叩

a
r
ぃ
そ
の
あ
と
水
で
よ
く
洗
い
ま
す

と
か
ら
兼
業
化
が
著
し
く
増
加
る
と
い
う
都
市
近
郊
股
村
の
特
力
が
他
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
第
一
種
兼
業
農
家
（
農
業
の
倍
、
約
匹
節
に
な
る
状
況
か
ら
洗
っ
た
あ
と
十
分
水
気
を
と
つ

し
て
い
る
。
性
が
現
わ
れ
て
い
る
。
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
方
を
主
と
す
る
殷
家
）
が
低
家
も
う
か
が
え
る
。
て
お
く
こ
と
。

明 和 村広報

業構造改麗事
第 5 1 号 (1) 

正旅地形成|

投
資
総
額
四
、
七
九
一
万
円

-.

.

 f

9

 

千
津
井

南
大
島

い
よ
い
よ
着
手

発行所

明和村役場

編拓総務課
発行人 庶務企画係

印刷所小林印刷所

明和村の人口

(8 月 1 日現在）
世帯数 1,717戸
人口総数 8,893人
男 4,386人
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ら
数
え
て
一
ぷ
＇
二
年

目
、
こ
の
間
に
わ
け
る
日
本
の
成
長

振
り
は
突
に
目
党
し
い
も
の
が
あ
る

。
半
面
、
日
本
人
が
日
本
人
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
か
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
オ
リ
ン

ピ
ソ
ク
東
京
大
会
で
、
君
が
代
の
メ

ロ
デ
ー
を
聞
き
日
の
丸
を
仰
い
で
歓

喜
の
涙
を
流
し
た
こ
と
幾
度
か
。
あ

の
感
激
は
今
何
処
へ
。
日
本
人
で
あ

る
証
拠
に
、
せ
め
て
祝
日
だ
け
で
も

毎
戸
に
日
の
丸
の
旗
を
か
か
げ
よ
う

で
は
な
い
か
。

村の人口

ー12月 1 日現在—

世帯数 I, 726戸

人口総数 8,879人

男 4,385人

女 4,494人

本籍人口 12,240人

人口密度 A64人

々
J
通
り
、
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、
教
育
ゃ
福
祉
関
一
大
飛
眼
の
年
を
迎
え
る
に

チ
ェ
ン
ジ
が
近
い
所
に
設
け
ら
係
の
事
業
し
こ
と
し
実
施
の
予
当
り
今
年
の
建
設
計
画
の
あ
ら

れ
る
叩
和
村
に
と
つ
て
は
、
＂
ま
定
で
あ
り
ま
す
’
ま
し
を
申
上
げ
、
村
民
の
皆
様

さ
に
大
発
展
の
隈
会
か
到
来
し
広
域
行
政
の
一
環
と
し
て
は
の
J
J
強
い
御
協
力
を
お
願
い
し

た
と
い
·
ん
ま
し
よ
う
。
、
館
林
、
版
倉
、
明
和
南
生
施
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し

\ 

r
村
で
も
に
い
に
佃
匝
＂
に
臣
叩
設
組
合
に
よ
る
、
し
尿
処
理
場
ま
す
。

究
計
曲
を
た
て
て
、
こ
れ
を
実
加
す
で
に
完
成
し
て
投
人
開
始
齢
齢
鰤
必

行
に
移
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
に
な
り
ま
す
し
、
館
林
邑
楽
六

ま
て
。
市
町
村
の
医
療
事
務
粗
合
の
経
環
鵡
舞
胃

所

号
日
場
係
刷
＿

1
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課
画
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企

E
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l
J
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務
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林

年
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庶
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づ
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飛
躍
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年
に

明
和
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東 北 品
]

速 道 路

東
北
か
ら
雨
九
州
ま
で
｀
わ
が
国
を
稽
目
す
る
東
北
、
北
陸

中
国
、
九
州
各
自
動
車
近
と
中
央
自
動
車
道
（
す
で
に
完
成
、

甘
工
分
を
の
ぞ
く
）

5五
本
の
基
本
計
画
が
、
咋
年
十
月
国
土

開
発
縦
直
自
勁
車
消
建
設
審
議
会
で
建
設
省
案
ど
お
り
決
定
し

館
林
市
周
辺
に
イ
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

沿
直
へ
の
ボ
タ
を
い
だ
く
市
町
村
が
「
高
速
逍
路
は
地
域
開

発
の
住
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
期
成
同
盟
を
つ
く
り
、
こ
の

数
年
来
誘
致
運
動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
基
本
計
画
の
決
定
に

よ
り
い
よ
い
よ
夢
の
実
現
に
一
歩
踏
み
出
し
た
。

整
備
計
画

ー
具
体
的
に

経
過
市
町
村
ー

建
設
省
で
は
三
月
ご
ろ
を
目
標

に
、
や
狂L
の
た
め
の
具
体
的
な
調

査
を
終
り
、
経
過
す
る
市
町
村
名

、
工
事
牧
な
ど
を
ふ
く
め
た
笞
備

計
画
が
決
め
ら
れ
、
差
し
当
り
、

団
地
の
先
行
取
得
に
か
か
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
北
述
は
、
盛
土
を
二
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彰
谷
連
二
恵
、
市
村
雅
史
、
永
見
嘉
＿
早
川
浩
、
松
本
憲
子
、
吉
田
和
羨
―
数
磯
呵
叫
呵
叫
コ
叫
一
｛
ま
す
。
雙
金
（
三
万
円
債
券
）
が
支
給
さ

表
伸
、
鈴
木
玲
子
、
森
田
真
由
美
、
一
祐
合
正
幸
、
奈
良
原
由
子
、
川
島
員
―

-
~
r
•

お
、
法
人H
合
に
こ
協
カ
卜
れ
ろ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
氏
を

②
紅
小

I
I
i
ぽ
閲

m
¢
‘
ぽ
袖
、
博
固
ー
関
ロ
ー
美
子
（
月
令
順
）
一
人
⑩
享
叫
『
4
1
6
一
ー
8
7
8
～
さ
ー
ま
し
た
方
々
は
次
の
と
わ
り
替
又
な
ー
再
婚
者
な
と
も
該
当
し

こ
と
が
大
切
で
ナ
。
「
な
一
」
が
な
録
4
．
で
す
。

.. 
王
す
が
、
支
給
条
件
が
い
ろ
い
ろ

号
明
和
村
国
民
健
康
保
険
で
は
、
（
一
箪
紐
康
家
庭
）
カ
ラ
ッ
甜
、
上
州
ん
で
し
心
の
用
心
て
ナ
｀
．
」
登
i
-
2
三
和
ポ
リ
エ
チ
レ
ノ
。
旧
切
食
品
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
該
当
す
る
と

例
年
と
お
り
昭
和
三
十
九
年
疫
中
阿
部
紋
次
郎
、
野
巾

3

名
物
の
季
節
屈
の
訪
I
l
l
十
産
業
。
金
子
鉤
＂
垣
。
エ
井
ぷ
思
は
れ
る
方
は
役
均
住
民
課
で
こ

3

に
一
度
も
医
者
に
か
か
ら
な
か
つ
啓
五
郎
、
ほ
か
に
一
・
ニ
年
健
康
q
れ
と
と
も
に
、
火
災
村
に
は
じ
め
て
、

r

ン
ク
リ
ー
簿
4
0
8

＿
皿
＿3
2
5
,
2
2
2

＿3
8
9
-

釦

、
オ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
卜
の
防
火
貯
水
池
が
完
成
し
ま
L
名
？
造
。
原
口
L
巧
川
俣
交
通
。
大
相
談
下
さ
い
。

5

た
健
康
で
、
し
か
も
困
民
健
康
保
家
庭
は
十
＿
世
帯
‘
,
J
|
＿
利
根
サ
ン
ダ
心
荒
井
建
設
。
石

第
険
炭
を
完
納
し
た
、
七
十
二
世
帯
（
優
良
乳
幼
児
）
J
貯
ま
し
た
，
火
災
の
恐
た
。
現
在
．
村
の
消
火
設
備
は
、
人
i
ー
崎
商
店
。
川
忙
商
串
（
折
雙
。
歳
士
小
た
す
け
あ
い

と
昭
和
四
十
年

l

i

-
1

J
’
火
ろ
し
さ
は
、
す
ぺ
て
消
火
栓
九
九
悶
、
深
井
戸
十
六
挙
t
-
”
束
亜
石
油
。
若
林
咽
点
八
洲
興

只
贔

a
l
l

用
院
彗
鱈
閂
い
口
只1
1
1
[

いl
:
”

ニ
-
4
｛
こ
合

'
]
l産
ぃ
L
法
人
十
六
社
の
方
々
よ
り
間
五
昇
｀
汀

且
ロ
ー
｀
，
i
の
言
汀
二
喜
｀
｀
二
選
さ
れ
口
叫
゜
千
津
日
い
。
江
ぅ
共
同
募
金
完
遂
叶
賛
朽
か
り
口
言
笥
[

冒
彗
」
一
f
ん
田
丘

0
以
し
ご
甘
ョ
日
｀
；
”
民
生
-
3
/
9

出
岨
[
[
且
[
]
仁
ゾ
討
正
｀
げ
げ
言
五
口

』
]

□
い
凸
し
[
]
村
『
口
叫
詞
〖
賃
彎
]
-
t
h
h
本
い
[
]
[
]
[
]
』
[
]
]
]
二
冨
[
[
い

（
五
年
健
康
家
昨
年
十
二
月
二
十
日
を
も
つ
て
少
と
な
り
ま
す
、
男
ダ
別
に
比
ぺ
斗
合
田
砂
籾
勝
次
。
江
黒
佐
藤
談
下
さ
ー

庭
）

r
,

｛
・
｛
乳
確
定
し
た
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
一
ま
す
と
‘
男
が
二
千
六
百
―
―

1四
＇
力
を
い
た
だ
さ
ま
し
た
一
将
米
、
年
金
閲
給
さ
れ
ま
貝
に
応
し
て
憐
油
を
わ
く
り
、
ま

嘉
正

9
.

t
、
i
，
良
録
さ
れ
た
有
権
者
数
は
、
五
千
五
人
、
昨
年
に
比
べ
十
人
の
珀
加
で
、
船
の
方
々
な
ら
ひ
に
、
奉
仕
者
の
す
。
）
た
長
期
入
院
患
者
一
五
人
に
対

L

（
四
年
健
康
家
優
亘
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
切
年
九
女
は
二
千
八
百
七
十
八
人
で
川
年
エ
ー
油
圧
廿
六
呻
区
血
叩
に
古
さ
ま
に
深
甚
な
そ
謝
意
を
表
し
，
；
し
く
ー
；
‘
t
:
;
:
V
、
t
t
‘
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
越
年
用
の
見
舞

ぃ
庭
）

r
r
5

，
一
汀
筐
賃
い
麟
心
江0
い
げ
咬
豆
謬
似
言
i
特
別
弔
慰
金
の
お
知
ら
せ
昇
戸
い
が
[
[
い
い

I
c

且
戸
ー
、
.
]
一
冒
叶
且
且
ロ
一
汀
謬
丘

0
+

―
―
人
し
新
鋭
船
建
造
一
戦
歿
者
遺
族
の

9ち
で
、
さ
き
方
で
、
公
務
扶
助
料
人
は
逍
族
年
困
る
方
々
し
は
そ
れ
そ
れ
学
J
f
l

阿
部
郁
男
、
田

'
,
h

隕
雇
r
:i
.
i
登
録
さ
れ
た
有
権
者
数
五
千
五
百
各
投
槃
区
の
ク
博
脊
鉗
者
数
は
に
弔
慰
金
（
五
万
円
又
は
二
万
円
金
な
ど
の
適
川
を
受
け
ら
れ
な
い
品
を
贈
り
。
み
な
さ
ん
か
ら
大
へ

中
ひ
っ
‘

.. 
t

l一
人
は
、
昨
年
に
比
ぺ
六
人
の
減
次
表
の
と
お
り
で
す
。
岱
委
託
事
業
と
し
て
、
村
が
き
く
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
の
国
俯
）
の
裁
定
を
受
け
ら
れ
た
造
族
に
対
し
て
、
今
回
、
特
別
弔
ん
に
吾
は
れ
ま
し
た
。

魯
し
て
い
る
県
道
館
林

l

今
泉
お
り
ま
す
。

ロ
畠
髯
i
／
ロ
フ
：
ノ
出
荷
]
]
i
a
f
l
t
l
i
]
[
]
←
[
:
J
I
i
さ

口
叩
f

n
A
]
□
詞
[
[
閏
冗
｀
｀
q
甕

新
造
船
は
、
四
•
五
ト
ン
で
全
咋
年
か
ら
農
業
構
造
改
善
事
業
＿
i
ご
ワ

i
、
r
4
.t

長
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
巾
二
·
-
―
一
メ
と
し
て
主
産
地
形
成
を
め
ざ
し
、

ー
ト
ル
で
三
菱
船
舶

用
ヂ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ヂ

ン
六
臣
~
カ
ー
基
を
装

俯
し
て
乗
客
二
十
七

名
を
乗
せ
る
事
が
出

来
ま
す
。
船
の
前
方

に
機
関
室
を
設
け
デ

ツ
キ
造
り
と
し
て
、

乗
降
の
便
を
よ
く
し

、
更
に
欄
干
を
設
け

て
乗
客
の
安
全
を
図

つ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
新
船
の
就
船

に
よ
っ
て
渡
船
の
ス

ピ
ー
ド
化
と
乗
客
の

安
全
が
一
段
と
高
め

ら
れ
て
、
交
通
に
大

昭和 41 年 1 月 1 日 広 報 め

で
あ
り
ま
す
。
東
小
学
校
ぱ
児
講
じ
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
道
徳
教
育
に
つ
い
て
も
、
各
に
所
副
「
土
根
性
」
の
涵
養
に

意
数
が
湘
祓
の
傾
向
を
た
ど
っ
十
分
に
そ
の
目
的
を
達
成
し
て
学
校
と
も
こ
の
間
題
と
真
剣
に
も
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

て
居
り
、
四
一
年
度
は
四
五
一
一
居
り
ま
せ
ん
。
本
村
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
、
研
究
も
し
努
力
す
，

人
で
ー
ニ
学
級
、
四
二
年
度
は
県
の
方
針
に
の
つ
と
つ
て
、
各
も
し
て
居
り
ま
す
が
、
ま
だ
こ
な
お
、
関
係
諸
団
体
と
の
連

―
一
学
級
、
四
三
年
度
は
一
〇
学
校
と
も
懸
命
の
努
力
を
続
け
れ
で
よ
い
と
い
う
所
に
は
達
し
携
を
強
化
し
て
百
少
年
の
健
全

学
級
｀
四
四
年
度
は
九
学
級
、
て
届
り
ま
す
。
四

0
年
度
の
全
て
居
り
ま
せ
ん
。
今
後
一
磨
努
育
成
を
は
か
り
た
い
と
思
っ
て

四
五
年
度
は
一
―I
C三
人
で
八
学
国
学
力
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
力
し
て
村
民
各
位
の
こ
期
待
に
居
り
ま
す
が
｀
こ
の
こ
と
に
つ

級
と
い
う
具
合
に
毎
年
一
学
級
は
、
そ
の
詳
細
を
公
表
す
る
自
そ
う
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
は
、
家
庭
、
社
会
の
協
力

づ
つ
救
つ
て
参
り
ま
す
。
こ
の
由
を
有
し
ま
せ
ん
が
、
本
村
で
居
り
ま
す
。
だ
お
、
大
人
が
良
な
し
に
は
何
と
も
な
り
ま
せ
ん

実
状
に
基
い
て
色
々
と
考
え
て
は
小
・
中
と
し
、
成
る
学
年
、
い
お
手
本
を
示
し
て
下
さ
る
こ
。
以
上
お
願
い
を
申
し
上
げ
て

行
き
た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
或
る
教
科
に
お
い
て
は
若
干
r
＾
と
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

。
今
後
m
課
紐
は
、
西
小
の
屋
が
ら
全
国
平
均
を
上
回
る
好
成
児
童
生
徒
の
体
位
の
向
上
し

体
、
西
東
の
水
泳
プ
ー
ル
、
中
絞
・
ヤ
J
あ
げ
て
居
り
ま
し
て
、
培
た
こ
と
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
て
と
う
こ
学
校
々
舎
の
改
築
、
花
規
の
幼
々
向
上
の
一
途
を
た
ど
っ
て
居
今
の
中
学
三
年
生
は
十
年
前
に

ざ
い
ま
す
。
昨
年
中
は
色
々
と
椎
園
の
設
骰
等
で
、
こ
れ
だ
け
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
く
ら
ぺ
て
、
男
で
九
セ
ン
チ
、

ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
し
て
有
出
来
れ
ば
学
校
教
育
の
施
設
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
「
好
き
こ
女
で
七
セ
ン
チ
も
伸
ひ
て
居
る

り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
本
面
で
は
一
応
完
備
す
る
こ
と
に
そ
も
の
は
上
手
な
れ
」
児
童
生
そ
う
で
す
。
し
か
し
体
力
の
問

年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
な
り
ま
す
が
、
設
備
の
改
菩
充
徒
が
勉
強
好
き
に
な
る
こ
と
が
題
に
な
り
ま
す
と
体
位
と
乎
行

ま
す
。
尖
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
間
学
力
向
上
の
第
一
要
件
だ

L

思

L

て
進
ん
で
居
り
ま
せ
ん
。
ま

本
村
で
は
、
村
当
局
並
び
に
題
と
し
て
残
さ
れ
る
わ
け
で
こ
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
方
に
も
だ
ま
だ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

村
議
会
の
こ
配
慮
に
よ
り
ま
し
ざ
い
ま
す
。
一
陪
真
剣
な
こ
研
究
と
こ
努
力
今
後
は
食
生
活
の
改
善
と
相
ま

て
、
学
校
施
設
も
年
々
充
実
改
次
に
、
群
馬
県
敦
委
と
し
て
を
お
願
い
し
、
村
と
学
校
と
家
っ
て
、
合
理
的
な
訓
練
と
い
い

善
さ
れ
ま
し
て
、
本
年
は
束
小
は
い
学
力
の
向
上5
道
徳
教
育
庭
が
一
体
と
な
っ
て
学
力
の
向
ま
す
か
鍛
錬
と
い
い
ま
す
か
、

学
校
々
舎
と
屈
内
運
動
均
及
び
の
浸
透
2
体
育
の
振
興
の
一
二
大
上
を
図
り
た
い
と
思
つ
て
居
I
J
適
切
な
指
導
に
よ
り
ま
し
て
一

給
食
室
、
公
仕
窒
の
改
築
の
年
方
針
の
し
と
に
諸
々
の
施
策
を
ま
す
c

陪
強
い
体
力
作
り
を
図
る
と
共

’ 
、
•
▲
-

年
頭
の
こ
と
ば

教
育
長
早
JI I 

水
門

P
T
A

の
活
動

七
五
三
合
同
祝

新
生
活
運
動
の
一
況
と
し
て
先

年
米
実
施
し
て
居
り
ま
す
七
五
一
―
―

一
ム
ロ
両
祝
は
婦
人
会
と
教
育
委
貝
会

の
共
催
で
、
幼
児
学
級
の
子
供
を

対
象
と
し
て
左
記
の
よ
う
に
実
旅

し
ま
し
た
。

0
西
部
十
一
月
十
五
日

0
中
部
十
二
月
六
日

0
東
部
十
二
月
十
五
日

P
T
A
で
は
、
優
良
P
T
A
の

〔
正
月
用
シ
ク
ラ
メ
ン
の
出
荷
〕

視
察
と
か
、
授
業
参
観
と
か
P
T

A
大
会
へ
の
参
加
と
か
、
子
供
の
’
'
,
'
,
'
,
'
,
'
9
,
'
,
'
,
'
,
'
’
'
,
9
9
,
'
,
'
・
学
校
訪
問

堤
防
工
事
か
ら
1
0
庭
の
整
地
作
業
教
育
委
員
会
で
は
「
管
内
小
、

教
育
推
進
に
努
力
し
て
居
り
ま
す
．

が
、
更
に
学
校
環
境
の
美
化
と
い

う
点
に
つ
い
て
も
多
大
の
貢
献
を
さ
ら
に
は
垣
恨
作
り
の
作
業
ま
で
中
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
実

さ
れ
て
居
り
ま
す
。
数
度
に
わ
た
っ
て
勤
労
奉
I
t
を
い
況
を
視
察
し
学
校
教
育
に
対
す
る

西
小
P
T
A
（
会
艮
始
沢
三
郎
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
校
庭
認
識
と
理
解
を
深
め
、
併
せ
て
施

氏
）
玄
関
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
及
び
t
き
ち
ん
と
し
て
気
持
よ
く
運
動
設
、
設
仙
の
状
況
を
視
察
す
る
」

校
舎
南
側
の
学
校
固
の
周
囲
に

n

が
出
来
ま
す
。
と
い
う
目
的
の
し
と
に
左
記

B

秤

ン
ク
リ
ー
ト
で
立
派
な
土
止
め
を
な
お
、
西
門
か
ら
玄
関
に
通
ず
に
よ
り
学
校
訪
問
を
実
施
し
ま
し

る
自
動
車
道
路
や
ロ
ー
タ
リ
ー
の
f

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
村
の
予
算
―
-
o

周
囲
の
美
化
に
つ
，
て
計
画
さ
れ
◆
十
二
月
八
日
明
和
西
小

が
な
い
の
で
資
材
野
も
労
力
も
み

て
お
り
ま
す
。

♦
十
二
月
十
日
明
和
束
小
＂

ん
な
奉
仕
で
や
っ
て
く
れ
ま
し
た

明
中
P
T
A
（
会
長
関
口
正
四

郎
氏
）
さ
き
に
校
庭
東
南
隅
の
両
＿
広
報
紙
上
で
原
く
お
礼
を
申
し
◆
十
二
月
十
四
日
明
和
中

側
に
防
球
の
垣
根
を
作
る
に
当
り
一
上
げ
ま
す
。

／ユふ



い
ま
や
殷
業
経
済
は
、
か
つ
て
不
省
、
私
は
去
る
一
一
月
七
日
の
、
明
和
村
農
業
協
同
組
合
の
発
展
術
科
教
育
研
究
指
定
校
に
指
定
さ
一
上
）

な
い
激
し
さ
で
変
つ
て
い
ま
す
。
穀
立
委
員
会
に
お
い
て
初
代
組
合
を
期
し
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。
れ
、
美
術
教
育
を
通
し
て
美
的
感
ハ
工
の
駆
除
は

情
を
養
つ
て
情
操
豊
か
な
人
づ
く

こ
の
変
り
行
く
時
代
の
要
請
と
股
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
先
こ
の
た
び
新
殷
協
発
足
に
あ
た

業
を
と
り
ま
く
幾
多
の
情
勢
の
中
づ
新
し
く
生
れ
た
明
和
村
晨
協
の
り
、
坂
上
村
長
さ
ん
を
は
じ
め
‘
＿
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
い
ま
が
最
適

に
あ
っ
て
近
代
的
な
農
業
経
営
の
使
命
の
璽
大
性
を
考
え
、
新
た
な
関
係
指
導
機
関
の
方
々
の
寄
せ
ら
三
月
に
な
る
と
そ
ろ
そ
ろ
ハ
エ

ま
ず
、
こ
と
し
は
環
境
を
美
し

向
上
を
推
進
す
る
に
は
、
腹
協
も
る
党
悟
の
も
と
に
組
合
の
使
命
と
れ
た
強
力
な
御
指
導
に
対
L

厚
く
が
目
に
つ
き
出
し
ま
す
。
天
井
や

く
す
る
こ
と
に
亘
点
が
お
か
れ
ま

従
米
の
よ
う
な
単
位
殷
協
の
姿
を
、
基
本
計
画
に
も
ら
れ
た
目
標
達
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
新
殷
火
の
気
の
あ
る
暖
い
と
こ
ろ
に
ひ

し
た
。
校
庭
の
同
囲
に
柵
を
め
ぐ
そ
ん
で
い
た
の
が
、
天
候
が
暖
に
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推
進
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
鯨
ー
共
済
係
一
営
融
ー
未
収
金
併
褐
毛
種
牛
が
入
り
ま
し
た
度
と
四
十
一
年
度
の
ニ
ヵ
年
間
に
一
を
さ
れ
ま
し
て
あ
り
が
と
つ
こ
さ
．
ぷ
睾

こ
の
組
合
は
、
明
和
村
を
区
城
融
ゎ
た
り
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
美
い
ま
し
た
。

と
し
て
、
い
ま
ま
で
の
佐
貫
農
協
司
嘉
畔

1
戸
金
い
第
鯰
ー
販
売
係
熊
本
県
産
―
―
十
頭
＇
（
中
学
校
卒
業
生
寄
贈
の
岩
石
園
）
題
身
元

を
第
一
事
業
所
、
梅
烏
農
協
を
第
筆
秀
営
ー
永
ー
購
買
係

沢
ロ
ー
外
務
係
吉
ー

＿
一
事
業
所
と
し
て
組
合
貝
と
直
接
始

1
田
ー
ー
加
工
係
畜
産
振
興
の
一
環
を
し
て
、
県
て
い
る
事
業
で
、
今
度
導
入
さ
れ
、
『

5
~
保
証
人
の

済
長
ー
利
用
係
の
和
牛
貸
付
制
度
に
よ
る
褐
毛
種
た
種
牛
は
、
本
場
熊
本
県
産
の
も
←
益
．
節

の
牝
牛
二
十
頭
を
導
入
し
、
こ
O
J
の
で
、
生
後
六
カ
月
を
過
た
血
統
ー
’
g

.. 

心
得

関
係
す
る
し
こ
と
は
、
一
切
こ
の
長
長
経
係

事
業
所
が
窓
口
と
な
っ
て
取
扱
い
合
合
次
ー
出
納
係
ほ
ど
飼
育
者
に
引
取
ら
れ
ま
し
た
証
付
の
優
れ
た
牛
で
す
。
い
"
¢
哀

3
9
'

季

組
副
紅
ー
営
晨
係
雄
ー
ー
ー
経
理
係
こ
の
和
牛
貸
付
制
度
は
、
最
近
県
は
、
邑
楽
館
村
地
区
を
褐
毛

n

ノ
＇
『
｀
f
-
―
-
月
こ
ろ
に
な
る
と
、
よ
く
就

ー
吉
ー
ー
輪
送
係
朝
貸
付
係
農
業
の
攪
械
化
に
よ
っ
て
、
激
減
和
牛
の
生
産
地
に
育
成
し
、
県
内

:
8

職
や
入
学
の
身
元
保
証
人
に
な
っ

•
新
し
い
組
合
の
執
行
体
制
は
‘
―
今
／
‘
｀
’
て
く
れ
と
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ
りー
共
済
係
し
て
い
る
和
牛
を
ふ
や
し
て
、
有
術
要
は
、
し
ち
ろ
ん
、
広
く
仔
牛

.. 

" 

次
の
表
の
と
お
り
力
強
く
発
足
し
安
ー
・
，
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、

畔
岡
ー
未
収
金
係
畜
農
業
に
よ
っ
て
地
力
の
増
進
を
の
供
給
地
と
す
る
計
曲
て
、
不
足
一
づ
~
＇
・
借
金
借
家
あ
る
い
は
月
賦
で
品
物

、
羅
進
が
期
持
さ
れ
ま
す
。
農

1

上
図
る
と
と
も
に
、
殷
棠
経
営
の
合
す
る
仔
牛
の
生
産
に
今
後
大
い
に
'
‘
、

r

i
を
買
う
と
き
な
ど
、
こ
の
保
証
人

な
お
、
今
後
更
に
供
協
の
充
実
咋
ー
販
売
仔
輝
ー
貯
金
係
理
化
と
不
足
す
る
肉
牛
の
需
要
に
期
待
さ
れ
て
わ
り
ま
す

C

に
境
｛
，
戌
い
を
頼
ま
れ
た
り
頼
ん
た
り
す
る
こ

を
は
か
る
に
は
、
村
内
―
つ
の
股
経
ー
購
買
係
業

I
I

利
用
係
対
処
す
る
た
め
に
、
県
が
奨
励
し
t
．
．
と
が
多
い
も
の
で
す
。

事

I
I
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ち
『
環
・
ぃ
乎
素
心
や
す
く
往
来
し
て
い
る

ニ
ー
ー
ー
隅
買
係

a

友
人
や
親
類
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

お
互
い
に
簡
単
に
頼
ん
だ
り
、
頼

ま
れ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
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i
と
石
し
か
し
こ
の
「
保
証
人
」
に
な

る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
な

の
で
す
。
そ
こ
で
つ
ざ
の
こ
と
ぐ

ら
い
は
心
得
て
お
く
必
要
が
あ
り

《
―
[
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]
し
[
/
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1
1

J
V
王
い
口
[
]

□
]
亭
可
)
[
[
[
ま
す

-
I

ー
一
ー
エ
門
い
南
大
島
千

9
9
,
:

①
保
証
人
に
な
る
埠
合
の
責
任
の

—
↓
さ
：
＇
l
_！
市
町
村
の
道
路
整
備
の
促
進
と
じ
め
村
民
み
な
さ
ん
の
熱
意
と
多
三
、
新
里
四
百
米
、
梅
原
九
百
米

8t
Jai
.
[
g
ロ
f
u
尉
戸
芸
匂
炉
‘
本

い
い
い
い
さ
れ
り
口
昇

5
9記
日

1
1戸L
月
贔
戸
t
L
四
：
中
合
四
百
米
、
大
佐
貫
五
百
g
i
←
彰
，
優
良
消
防
団
と
し
て
岨

m
髯
閏[
l
a
[

て
か
ら
幾
年
か
に
な
る
。
近
こ
ろ
邑
楽
郡
下
五
ヶ
町
村
に
よ
る
道
路
・
作
＂
は
大
間
題
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

器
ゃ
パ
ス
の
中
で
老
人
や
病
弱
巧
ク
ー
ル
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
村
道
舗
装
第
一
号
完
成
5

表
i
全
国
表
彰
琵
諄
讀
げ
蒻
閉
麟

者
に
席
を
誼
る
若
い
人
達
が
多
く
こ
の
村
で
は
、
毎
年
よ
い
成
績
韮
明
和
村
消
防
団
が
去
る
一
一
月
十
一
吏
員
瀬
下
恒
男
氏
（
勤
絞
二
十
保
証
人
と
い
フ
こ
と
を
考
え
ら
れ

な
っ
た
。
「
す
み
ま
せ
ん
ね
」
と
を
お
さ
め
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
加
延
早

{
4ハ
ギ
Jk
=
l
平
↑
ル
ご
口
東
京
都
日
本
消
防
会
館
で
、
五
年
以
上
）
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
人

い
つ
て
感
謝
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
は
、
四
路
線
延
長
四
千
五
百
米
が
一
日
本
消
防
協
会
よ
り
、
消
防
装
備
群
馬
県
知
事
(
-
―
i
月
一
日
）
が
十
分
信
頼
で
き
る
人
か
ど
う
か

な
が
り
席
に
つ
く
姿
を
見
る
と
心
参
加
し
ま
し
た
。
村
道
八
区
四
号
線
（
明
和
村
農
開
発
道
路
と
し
て
、
県
か
ら
工
事
乃
、
消
随
施
設
や
団
組
紐
及
び
消
肋
副
訊
長
篠
原
弥
市
氏
（
在
職
十
よ
く
確
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

®
借
家
、
借
室
の
保
証
人
は
、
ほ

溢
ま
る
思
い
が
す
る
3

「
当
り
前
三
月
四
日
の
審
査
の
結
果
は
、
業
協
同
組
合
第
二
事
莱
所
（
旧
梅
費
三
百
万
円
の
う
ち
一
二
分
の
一
の
コ
活
動
な
ど
秀
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
八
年
以
上
）
と
ん
と
家
貸
室
代
の
不
払
い
問

（
り
優
良
泊
肋
団
と
し
て
表
彰
さ
t
-

だ
」
と
い
っ
た
顔
つ
き
で
何
と
も
見
事
に
、
明
和
村
が
一
位
に
入
頁
島
農
協
）
東
隣
か
ら
南
大
島
稲
荷
補
助
金
を
受
け
て
さ
れ
た
も
の
で
．
オ
群
馬
県
町
村
会
（
二
月
二
三
日
）
題
が
お
き
た
と
き
責
任
を
と
ら
ね

言
わ
ず
に
腰
を
お
ろ
す
者
も
、
た
し
ま
し
た
。
以
下
、
板
倉
町
、
館
山
ま
で
）
延
長
六
七
五
米
が
こ
の
す
。
な
お
、
村
負
担
分
に
つ
い
て
表
彰
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
縣
記
石
川
実
氏
（
勤
続
二
十
年
ば
な
り
ま
せ
ん
。

林
市
、
大
泉
町
、
邑
楽
村
、
千
代
村
第
一
号
の
舗
装
村
道
と
し
て
完
は
、
誘
致
工
場
（
橋
本
産
業
閥
及
自
治
功
労
以
上
）
④
月
賦
の
保
証
人
も
⑧
と
同
様
、

田
村
の
順
の
成
績
で
し
た
。
成
し
ま
し
た
．
そ
し
て
三
月
二
日
び
東
亜
石
油
闊
）
に
対
す
る
工
場
地
方
自
治
振
興
に
永
年
尽
し
た
群
馬
県
町
村
議
会
護
長
会
（
三
月
品
物
代
金
の
不
払
い
ー
＂
任
を
負
わ

ま
さ
か
あ
る
が
、
と
う
も
好
感
が

持
て
な
い
．
「
あ
り
が
と
う
」
位
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
道
跨
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
に
県
立
会
に
よ
る
完
成
検
査
を
終
殺
置
に
よ
る
癸
励
措
置
と
し
て
の
貢
籟
に
よ
り
次
の
人
が
表
彰
さ
れ
一
日
）

は
言
っ
て
も
ら
、
た
、
も
の
だ
。
⑥
入
学
時
の
保
証
人
は
、
お
も
に

＼
＼
な
成
籟
を
収
め
る
こ
と
の
で
き
た
り
ま
し
た
。
施
設
便
宜
供
与
に
よ
る
も
の
で
ま
し
た
。
議
員
小
松
原
誠
司
氏
、
酒
井
孝
授
業
料
の
納
入
、
停
学
処
罰
間
題

こ
の
運
動
を
育
て
る
た
め
に
。
の
は
、
関
係
大
字
の
区
長
さ
ん
は
こ
の
村
道
舗
装
工
事
は
、
産
莱
す
。
ー
全
国
町
村
会
（
一
月
二
十
八
日
）
氏
、
福
田
姿
次
氏
（
在
職
十
年
以
等
の
保
証
人
で
す
。

村の人口

-3月 1 日現在—

世滞数 I, 728戸

人口総数 8,858人

男 4,371人

女 4,487人

本籍人口 12,216人

人口密度 463人

明
和
村

農
協
が

組
合
員

三
月
一

八

五
七
名

日
発
足

I=-} 



て
一
＇
け
青
少
年
広
場
の
竣
工
式

村
が
旧
西
小
学
校
跡
に
誘
致
し
一
ま
し
た
。
誘
致
工
場
の
第
四
号
と
つ
て
ー
ま
す
，
：
•
＿
[
'
二
、
六
四
三
侃
（
八

0

一
坪
）

た
「
や
ま
う
の
頃
物
工
菜
株
式
会
し
て
、
特
に
既
に
江
黒
で
操
業
し
そ
の
は
か
、
な
す
、
生
姜
、
き
ょ
二
石
内
訳
）

P
·

社
」
で
は
、
こ
の
ほ
と
第
一
期
王
て
い
る
漬
物
工
場
「
明
和
食
品
工
う
り
、
ら
つ
き
よ
？
な
ど
各
種
野
エ
均
（
加
工
室
、
洗
條
室
、

2
-
J1
と
し
て
約
一
に
円
を
投
汽
し
て
業
株
式
会
社
」
と
と
も
に
、
更
に
菜
が

F
m物
と
し
て
加
工
さ
れ
ま
す
包
装
室
）

（
群
馬
工
場
を
i
今
後
の
第
二
期
工
事
の
計
画
が
あ
。
今
後
第
二
期
工
事
の
あ
と
数
十
一
、
一
四
九
1
1
1
（
一
―
-
四
八
坪
）

建
設
ー
て
き
り
、
漬
物
野
菜
の
契
約
栽
培
な
ど
万
臣
を
貯
蔵
す
る
タ
ン
ク
を
有
す
守
留
所
及
事
務
室

ま
し
た
が
い
一
ヽ
撰
物
産
地
“
と
し
て
大
い
に
期
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
i

1ハ
ニ
が
（
西
九
坪
）

よ
い
よ
完
成
待
さ
れ
ま
す
。
か
ら
の
生
産
野
菜
の
供
給
先
＇
こ
し
一
食
堂
一
→
三
四
成
（
七
一
坪
）

し
、
三
月
中
漬
物
野
菜
の
契
約
裁
培
は
今
年
て
、
農
家
の
現
金
収
人
に
大
い
に

1社
貝
寮
二
六
七
吋
（
八
一
坪
）

旬
か
ら
操
莱
か
ら
、
ま
す
試
験
的
に
”
し
そ
の
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
で
さ
ま
で
原
料
タ
ン
ク

を
は
じ
め
る
実
“
栽
培
を
ご
町
五
収
位
、
最
低
。
や
ま
う
の
漬
物
上
業
四
群
馬
L
1
9←
．
七
二
六
成
（
二
j.
-
0坪
）

こ
と
に
な
り
仙
割
保
団
に
よ
り
作
る
こ
と
に
な
均
の
規
模
は
次
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
池
一
四
五
が
（
三
一
一
坪
）

本
杜
東
哀
都
目
黒
区
従
業
貝
数
・
八
十
名

佼
本
金
一
一
千
四
百
瓦
円
写
真
は

4

敷
地
面
積
約
八
千
八
百
坪
完
成
近
し
と
機
械
取
付
急
ピ
ッ
チ

建
物
面
積
総
数
-
1
1
加
工
宰
＿

昭和 41 年 3 月 15 日
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まさすか て外す加や 続えたせ おうよ で村のにで ま回て； 11 部寒等 〇民つ 〇十た部部熱 1 習明
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取連は爾°分公十き十らてて‘多まけま件なの末尾月‘ I 、日！ だ‘たと士 た月の だるでムろ＼，し＼、で
消絡‘品 を社円は円れももた＼、しわせだり接か島四県 と乎； なりました。この村の場合は行 °極゜に及げ ・ニ年＾つ°きがげあたて、
ししそが 単電と二‘ま‘‘ととよた ‘Itま続ら‘日下 な均 l 政区域外の応接ですから、依頼 め参‘ひい 十中＝た参る絹たし，゜婦二
とての違 位話な十放す同；；え問うすあをし通千毛か十 つ百 l するときはまず役場え通報して て加柔原— E 行 ゜加よ成 C の参人月
なく旨つ とのり円送°じたば 1‘ ゜よと話た話代里ら一 て数； 熱者剣ロー 中事 人うさ来う加排十
りだをて し市まが中 接く；；合 う使す゜が田田更局 ＼、十i からにしてくださ＼ `o 心は道教 央の 且にれ年ち八球三

に大の給 公一 九しては 1こチ練日

報 め \,‘ ゎ

致
業

誘
企

第 5 4 号

完成近ぃやまうり漬物
3月中旬から操業はじまる
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ゲ
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